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マルクスのアメリカ論i

森= 呆

山之内靖氏の労作「マルクス・エンゲ‘ルスの世界史像」が今春，刊行され

た1)。山之内氏はそこで， 19世紀の大部分の時期を生きたマルクス・エンゲ

ノレスの，具体的な歴史分析と世界史認識を体系的に整理するという課題に，

おそらくわが国ではじめて，本格的にとりくんでおられるO

山之内氏は rマルクス・エンゲノレスの世界史認識を全体として三つの時

期に区分しながら，その認識内容が，初期のいわば一元的，単層的，平面的

なそれから，後期の多元的，多層的，立体的なそれへと発展してゆく過程を

検討2り したと述べられるO その「三つの時期」とは第 lに， 1848年の「共

産党宣言」にいたる「世界史像の形成」期，第2に， 1848年の2月 3月革

命から57年恐慌までの「世界史像の再検討」期，第3に， Iま父1860年代以降

の，いわばマルクス・エンゲノレス晩年の「世界史像の発展」期である。

1) 山之内靖「マルクス・エンゲ‘ルスの位界史像」未来社， 1969年 1y1 0 

2) 同書の「まえがき」による。

本稿の主題に関連するようなしかたで(つまり，山之内氏じしんの力点と

はや Lずれる面もあろうが1り，この三つの時期の内容をあらかじめ把握して

おくのが，便利であろう O まず第 1J閉において，マルクス・エンゲ、ルスは，

史的唯物論によってフ守ルジョア社会の現実運動を，①階級斗争の歴史の一段

階であり，②そのかぎりで封建的諸関係を廃絶させる革命的意義をもってお

り，③その巨大な生産力と世界市場形成力の故に，プノレジョア社会につづく

未来社会は，生産手段の社会的所有を世界的規模で実現せずにはおかない，

と認識した。この認識において，資本制生産の発展と世界市場の形成とは同
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ーの過程としてあり，したがって社会主義革命は必然、的に世界史的変革で、あ

るし，変革の原動力は先進国イギリスにおけるプロレタリアートの運動であ

るO そうした過程の一時点として，いま世界はブ、ノレジョアW:3i!(イギリスを

代表とする西欧文明社会)と，封建的・絶対主義的問:界(ロシア，オースト

リアを軸とする反動勢力の神聖同盟)との，するどい政治的対抗をとじんでお

り，プロレタリアートは， tìíT者の進歩 I~l:を評価l し，彼らと提携するが，ブ、ル

ジョアジーの勝利のあとには，た父ちにその武器をフ守ルジョアジーに向けて

みずからの革命をなしとげるであろう O

第2期にマルクス・エンゲルスは， ドイツ 3月革命での「ブ、ルジョアジー

によるブルジョア革命の裏切り」などを眼のあたりにみて，世界史{象の再検

討をせまられることになった。かくして，再版絶対主義を打倒するために，

労働者党は小ブ、ノレ政党と提携してブルジョア革命を完遂するという戦略規定

が導出された。他面「世界市場Jは1850年代までに，ほ工その原型をつくり

おえたが，それは初期のマルクス・エンゲルスが予期したようなものではな

かった。すなわち，資本の力によって旧世界を掃滅しきったという意味での

「世界市場」ではなかったのであり，そこから当然に r先進イギリスにた

いする後進国および未開地域」とし、う構図の設計が必要になるO マルクス・

エンゲルスはこの時期に，後進地帯の経済，とりわけ農業，土地問題を，国

際連関をとおして統一的な世界像にくみこもうと努力するO

第3期には，再検討期の諸課題がさらに練りあげられ，完成される。まず，

後進地帯の政治・経済構造の分析がいっそうふかめられ，そこで先進国の工

業の発展が，逆に後進地帯には根絶的な打撃をもあたえうることが解明され

るO これは従来 rブルジョアジーは…・・・あらゆる国を， もっとも未開な国

までも文明にひきこむJ (共産党宣言)とL、う側聞からもっぱら世界史をと

らえてきたマルクス・エンゲルスに，世界革命の戦略に直接かかわる重要な

反省をせまることになるO すなわち，後進地帯の被抑圧民族の解放斗争が，

世界卒命の主要な環をなすという認識が全面におしだされてくるO これは，

イギリス労働運動への彼らの期待がや L後退したこととも対応していた。そ



マルクスのアメリカ論森 51 (239) 

の後のマノレクス・エンゲノレスの関心は，一方で先進国の資本家的生産様式の

内部矛盾の解明に向いながらも，他方でその内部矛盾をひきだす契機として

の後進国革命運動にかたく繋がれることになるのであるO

1) ILi之内氏じしんの区分の基準および意図は、上に引用した「一元的，単層的，平

面的なそれから……多元的，多層的，立体的なそれへと」発展するマノレタスの認識

の三段階であると同時に史的唯物論の確立→燈史分析に主体論的および経済決

定論的な二つの筋道のl1¥現→経済決定論的分析の優位→主体論的分析の復位Jとい

う過程でもあるとされている。むしろ氏は，とのあとの方こそ第一部から第三

部までの整理にあたって常に私が基本問題として問いつづけてきた勢 jと述べられ

るのであるが，こうした視角はさしあたり私の関心の外にある。

後 山之内氏，同書，まえがき vii頁

山之内氏の区分や整理に，私としては疑問がないわけでなく，本稿作成中

にもしばしばそれを感じたが，その点を詮議するのがこ Lでの主題ではな

い。本稿で私は，マルクスのアメリカへの関心がどうし、うかたちで生れ変化

したか，換言すればマルクスのアメリカ資本主義成立史の認識の程度，特徴，

推移を，できるだけ正確に把握せんと意図したのである。なぜ，そういうこ

とを意図したのかを手短かに述べればこうであるO 従来，マルクス経済学の

分野でのアメリカ資本主義成立史の研究は，主としてマルクスの西欧資本主

義分析の成果としての理論体系(たとえば「資本論J) を基準にし，その基

準にそってすすめられてきたといってよし、。そこから当然に，アメリカの主

要な分析対象は資本家的生産の発生地たるニュー・イングランドに向けられ，

もっぱらニュー・イングランドにおける原蓄，産業資本の確立，それの外部

への波及過程が追跡されたうえ，このニュー・イングランド資本主義を軸に

して「アメリカ産業革命」や「市民革命」の必然性を説くのがふつうのやり

かたであった。南部，中西部，西部がそれぞれ固有の経済問として研究対象

にされたことがまったくなかったとはいえないが，そこではむしろ，前近代

的な土地所有や広大な無主地の存在の故に，商品世界の資本を生みおとす力

の弱かったことが強調されてきた。その点ニュー・イングランドは，世界史

上もっとも資本の創出が順調だった地であり，典型的な地域的市場圏が自生
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して，このニュー・イングランドのイニシャティヴで(1， 2次の革命を経

て)統一的な国民経済=アメリカ資本主義が形成されたとL、うわけである1)。

だが，かかるいわばニュー・イングランド史観によったアメリカ分析の成

果は，総じて，アメリカ資本主義の生成史そのものを世界経済の有機的一環

としてとらえるという側面を欠いていたのではないか，さらに，園内の経済

構造の把握にさいして，いわゆるターナー学説はじめアメリカ史学界で永年

にわたりアメリカ資本主義固有の特質をめぐって論議されてきた，その多く

の問題点や成果をほとんど黙殺してきたのではないか， とし、う疑問が私には

ある。

他方，マルクスじしんのアメリカ認識は，その初期から晩年まで，必ずし

もニュー・イングランドを起点とする圏内の資本主義生成と波及過程という

視角からできたものではなかった。とりわけ初期マルクスでは，アメリカが

もっぱら世界市場形成の契機として把握されるところから出発しており，そ

のさい三ュー・イングラ γドに生成しつつあるブルジョア社会は，それだけ

では「昔ながらの静かなイギリス的形態」として一顧されたにすぎなかった

ように思われるO その後のマルクスの経済学研究は，資本主義諸国間の世界

市場的連関を意識的に捨象して資本主義の構造を内面から解明するという方

向を志向する反面，まさにその世界市場的連関において主たる運動が規定さ

れる後進諸国の経済にも異常な関心を注いだのであるが，そこでの彼のアメ

リカ論は，その後者，つまり「近代的植民論」から発したものであった。

したがって，マルクスじしんがもし本格的にアメリカ論を展開すれば，

「近代的植民地Jの植民地的原蓄を経てアメリカ資本主義が「巨人の足ど

り」をふみだす道すじとしては 1世界の農場」としての西部・南部の農業

的発展および蓄積，ニュー・イングランドのみならず(むしろ)中西部一帯

の工業生産の勃興と成長，これら全体の拡大・発展の必須の前提であり，か

っそれをひとつの「国民経済」に統合する条{LJ二たる交通手段の (量質とも

に)特殊アメリカ的重要性，この交通手段建設にはたす外資の決定的役割，

圏内的にはかかる国民経済的統合のかなめであり，国際的には世界の金融市
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場および交易の要路たる地位につくニューヨ一人といった叙述が，その骨

格とならねばならなかったろう。こうした意味での「国民経済」の形成過程

こそがアメリカ資本主義の生成過程であり，この過程でアメリカにおける資

本家的生産の自立化の根拠も醸成されて，世界市場をいわば自己の運動の

「外的条件」へとおしだして行くことになるのであるO もとよりマルクスが，

そういう明確な認識のもとで叙述しているというのではないが，彼の方法や

関心からして，当然そうした展開になるはずだった，というのが私の考えで

ある。

晩年のエンゲノレスは，もはやアメリカをまったく自立した資本主義国とし

てとらえ，イギリスなどと世界市場で競争する主要なー固として描写するの

であるが，初期マルクスからそこまでにいたる彼らのアメリカ認識には，ア

メリカじたいの発展にそくして何段階かの変化があった。本稿はその過程の

あとつ。げを試みたので、ありへ そのさい山之内氏の労作における区分，整理

を念頭におくことが有益であろうとかんがえ，はじめに引用させていただい

た次第で、ある。

1) こLで私が「従来のアメリカ研究Jというのは，けっしていわゆる大塚史学的方

fたにもとずく研究のみを念頭においてのことではない。この傾向は，多かれ少なか

れもっと一般にみられる。

2) 木稿では対象をいちおうマルクスのアメリカ論に限定し，エンゲルスのそれは

(両者の共同執筆の場合などをのぞき〉故意、に除外した。マノレクス・エンゲノレスの

二人には，その初期から世界資本主義の把握や後進国の認識に徴妙な力点の差異が

あるように感ずるからである。

マルクスが初期のどの論文ではじめてアメリカにふれたかはっきりしない

が，本稿では，史的唯物論が最初に現実の歴史記述に適応された「共産党宣

言J (1848・2)から扱えば十分であろう O

「宣言」では，フ事ルジョア的生産様式の世界市場形成力が，社会発展の核

心ともいえる重要な意味をもっている1)。近代ブルジョア社会は「生産様式
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と交通様式の変革の産物」として中世社会から生れ，その「生産のたえまな

い変革，あらゆる社会状態のたえまない動揺，永遠の不安定と変動」を第一

の生存条件としつつ全地球上を抜居し iあらゆる国を，もっとも未開な固

までも文明にひきこむ。」つまり，ブ、ルジョア的生産は「世界市場J (Welt-

markt)をその「生活圏」として発展するO この世界市場によって世界史的

変革の条件が必然的につくられる。だがブルジョアジーじたいは同時に，階

級支配の具たる国家権力の枠を超越することができないから，プロレタリア

ートのみが，未開民族もふくむ全人類の世界史的解放を担うのである。世界

市場形成の主導国はイギリスであるから，人類解放の任務も，イギリス・プ

ロレタリアートの運動を軸にして遂行されるであろう 2)。

1) r宣言J第 l章。以下マルクスからの引用はマルクス・エンゲルス全集(大月書
庖〉からおこなうのを原則とし，これを〈全集〉と略記する。

2) rすべての国のうちでイギリスこそはプロレタリアートとブルジョアジーの対立
のもっともすすんだ国である。 H ・H ・ポーランドはポーランドで解放されるのではな

く，イギリスで解放されるのである。J(iポーランドについての演説)1847.11. 

〈全集>4巻 430頁〉。同様の見解が初期マルクスの著述のそこここに散見される。

ところで，世界市場形成にかんして「宣言」は次のー句，すなわち lアメ

リカの発見，アフリカの回航は，勃興しつつあったブルジョアジーのために

新天地をひらいた。東インドや中国の市場，アメリカへの植民，植民地との

交易，交換手段と商品一般の増加，これらは，商業に，航海に，工業に，空

前の飛躍をもたらし，こうして崩壊しつつあった封建社会の内部の革命的要

素を急速に発展させたりりから叙述をはじめるO さらに2パラグラフのの

ち i大工業は世界市場をつくりだしたO これはアメリカの発見によって準

備されたのであったねり との句がつづく O

「宣言」がアメリカにふれたのは，ほ工この上の引用につきる句。だが，

その意味内容は，それほど軽視しえないものであるO すなわち，マルクスの

世界史的構図のなかで「アメリカの発見」は，世界交通の要路をひらいたと

いう点で決定的な意味をもった。このアメリカを経由してアジアにブ、ルジョ
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ア的生産の奔流がそそぎこまれ，いまや名実ともに地球をめぐる統一的「ー位

界市場Jが形成されつつあるというおさえかたであるO

世界交通路からのかかる観点は，カリフォノレニアの金坑発見などを契機に，

アメリカ太平洋岸が急速にひらけつつある事態の観察によって，いっそう明

確に叙述されるようになった。 1宣言」の2年後， 1850年 l月に，マルクス

・エンゲ、ルスは新ライン新聞に共同執筆して次のように述べている勾。や L

ながいので抜翠して示す。

「こ-'. (アメリカ)で生起したもっとも重要な， (フランスの) 2月革命

よりもさらに重要な事実は，カリフォルニアの金坑の発見であるO …… 330 

年のあいだ，ヨーロッパから太平洋向けの全貿易は，切なし、かぎりの気長さ

で，喜望峰回りまたはホーン岬凹りでおこなわれてきた。……カリフ 1ルニ

ア金坑が発見されて18ヶ月というのに，すでにヤンキーはつの鉄道，一

つの大きな国道，メキシコ湾からの運河に着手し，……ホーン岬凹りの航路

は11年代おくれになっている。……カリフ 1ルニアの金が奔流となってアメリ

カと太平洋のアジア治岸にそそぎこみ，もっとも強情な野蛮民族をさえ世界

貿易に，文明にひきずりこんでいるO 位界貿易が新しい方向をとるのはこれ

で2度目であるo つまり)……世界交通の重心は，中世ではイタリア，近

|止ではイギリスであったが，いまや北アメリカ半島の南半音1$がそれであるO

……カリフォルニアの金とヤンキーの疲れを知らない精力とのおかげで，ま

もなく太平洋の両岸は，現在のボストンからニュー・オーリアンズにいたる

沿岸と同じように人口がふえ，自由に貿易ができるようになり，工業的にな

るであろう O そうなれば太平洋は，現在の太西洋，古代と中世の地中海と同

じ役割ー一寸なわち世界交通の大水路としての役割を果たすで、あろう。そし

て太西洋は，現在地中海が果たしているような内海の役割に下がるであろ

う5)oJ 

1) I宣言J<全集~4 巻 476~7 頁

2) 向， 477頁

め このほか，第4章に北アメリカの土地改革派にたいする(われわれの〉関係
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は，第2章によっておのずから明らかであるjとの叙述が lケ所ある。

の この執筆に先だって年前のエンゲルスにほとんど同様の次の叙述「精力的な
ヤンキーが，同地の金鉱を急速に開発することによって交通手段を増大させ，太平

洋岸のもっとも適当な個所に数年のうちに調密な人口と大規模な商業を集中し，大

都市をつくり，汽船交通を開き，ニューヨークからサンフランシスコまで鉄道を敷

設し，太平洋をはじめて真に文明のために解放し，歴史上3度目に世界貿易に新し

い方向を与えた…・・」がある (1民主的汎スラプ主義J1849.2.~全集~6巻 270

頁〉。 したがって上掲の引用文は， 共同執筆とはいいながら，事実上エンゲルスの

ものであるうと推察される。

5) ["評論J(新ライン新聞)1850. 1 .~全集~7巻 226~7 頁。

こうじたマルクス・エンゲノレスの予見はむろん，全面的に正しかったとは

いえなし、。カリフォルニアの金発見は，アメリカの全交通史に新しい生命を

ふきこんだとはいえ， 1850年代に急速に拡張されたアジア貿易がどれほどこ

の金発見に依っているかは問題だし，これを契機に世界貿易に史上2度 (3

度?)目の新しい方向が生ずるというのも，や L過大の評価であろう lpo

だが反面，彼らのアメリカ認識へのこうした接近態度は，アメリカじしん

にそくしていえば，多分に正鵠を射ていたともいえる。すなわち，マルクス

の，当時の諸論稿では，アメリカはまず西欧資本主義の伝播の要路として登

場し，したがってその「商業資本主義的」発展によって「国民経済」を形成

しつつあるO そこでは運河開撃から鉄道建設にいたるアメリカ交通史の意義

が他国とは異なる重要性，国民経済の形成過程そのものとして認識され，ヨ

ーロッパからアメリカに投下される資本は，なによりもこの交通手段整備に

向うものとおさえられる。かかる投資，投機の中心都市として，ニューヨー

クがクローズ・アップされる。マルクスの目には，ニュー・イングランドに

生成，発展しつつある典型的な資本家的生産よりも，大づかみながら，東部，

西部，南部全域にわたるさまざまな経済の拡大と統一の趨勢こそが，アメリ

カ経済だとして映っていたもののようである。

もっとも「宣言」執筆から 1~2 年の閑，マノレクスはアメリカ経済そのも

のの実態や動向にきしたる関心がなかったといった方が正確で、あろう。 1882

年，マルクス・エンゲノレスが「宣言」ロシア語版に連名で、序文を書いたとき，



マルクスのアメリカ論森 57 (245) 

1(1847年当時の叙述には) ほかならぬロシアと合衆国が欠けていた」 と述

べているO ロシア語版序文はそれにつづけて， '(1847年当時は)ロシアがヨ

ーロッパ全反動の最後の大きな予備軍となっていた時代であり，また合衆

国がヨーロッパのプロレタリアートの過剰な力を移民によって吸収していた

時代であった。どちらの国も， ヨーロッパにたいする原料の供給者であると

同時にヨーロッパの工業製品の販売市場になっていた。だから，その当時に

は，どちらの国もなんらかの仕方でヨーロッパの既存秩序の支柱であった2)J 

という。

つまり， 1882年時点からふりかえったとき 1宣言」執筆時代のアメリカ

は，なによりもヨーロッパからの移民吸収の地(エンゲルスのいう 11まんら

いの植民地J) であり， この植民にもとずいて，ヨーロッパ資本主義にたい

する原料供給，製品販売市場としての役目を果したものと，みかえされてい

るO 事実，こうしづかたちで、アメリカをそれじしんにそくして観察し，アメ

リカ経済の世界史的意義を確定せんとの視角が， 1850年前後の論稿から徐々

にみられるようになるのでゐる。次にその過程を検討しよう。

1) カリフ品ルニアの金坑発見が枇界市場形成に画期的役割をはたしたという評価

は，その後のマルクス・エンゲルスの著述の中にもしばしばみられる。とりわけ，

エンゲノレスは， 110年の循環は，一般にやっと1847年以降一一カリフォルニアとオ

ーストラリアの金生産とそれにともなう世界市場の完全な造出とによってーーはっ

きりと展開したJ0883目 5.1O~11 日付のベーベルあての手紙〕とさえのべて，資

本制生産の内因からくる周期的恐慌の発現の契機とかんがえている。

2) 1宣言1882年， ロシア語版序文J<(全集>4巻 592頁。

E 

初期マルクスがアメリカそのものの評価を定めようとするさい，アメリカ

経済の成熟の度合如何よりも，まずアメリカの政治形態としての共和制に着

目し，彼の世界史的構図一一山之内氏の言葉をかりれば「西の文明」対「東

の野蛮」ーーのなかで，それを革新的なものとみなしたのは当然であった。

このことにふれた最初の論稿は，おそらく 1848年10月の新ライン新聞紙上の
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ものでゐる。こ Lで彼は iフリードリッヒ・ヘッカーは『共和制』を研究

するためにアメリカ合衆国へ旅行するo ~新ライン新聞』は，階級斗争が西

部ではまだ存在せず，東部ではまだ昔ながらの静かなイギリス的形態でしか

進行していないような共和国においてよりも，フランス共和国の内部に起っ

ている大規模の階級斗争に，いっそう興味ある研究対象を見いだす1)J と述

べているO もっともこの記事は，極左的挑発の言辞をのこしてニューヨーク

に逃げたF・ヘッカーを非難したものであることを，考麗にいれなければな

らない。

つづいて1849年 1月の記事は，はるかに積極的に，アメリカ共和制の進歩

的性格を称揚Lている。そこでは，アメリカ共和国の国家財政をプロイセン

のそれと比較しつつ 1勇敢なフソレジョアジーが， どんなに安い費用でその

政府を運営することができるかJ 1自負と見識とエネルギーがある」か，が

論じられるO アメリカの「大統領はダースもの国王や皇帝を束にした以

!二に国務にはげんでいるJのに「みじめな年俸をもらっているにすぎなL、。」

「アメリカ人が国家に納めている租税がむろんきわめてわずかなものである

とすれば，他国ではまた，アメリカ人は，わずか l万人の常備軍をもつにす

ぎなし、。 ただ戦時ーには， これをまたたくまに200万人の強力な戦斗部隊に増

強することができるのであるり。」

この記事の主眼は， ドイツ 3月革命=フソレジョア革命を裏切ったドイツ・

ブルジョアジーへの糾弾であり，彼らがフソレジョアジーでありながら，プロ

レタリアートへの恐怖から反動に加担した結果 1干l¥1の思寵による王権，そ

の軍隊および官僚軍，その年金受領者の群れ，その心づけや一時金，等々の

ためにはどれほど税金を払っても払いすぎることはないり」 としづ位相にま

でなり下ったことを述べて，その対極にアメリカ共和国をおいてみせたので

あるo 1ブルジョアジーがブルジョア革命を裏切った」とL、うマルクスの理

解には，後進国のフソレジョア革命という問題意識がまだ十分に開花しておら

ず，当時の彼の世界史認識の一定の限界を示すものともかんがえられるり。

それはともかくとして，このときマルクスがドイツ・ブルジョアジー，プロ
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イセン市民に対置したのは，総じて「アメリカ共和国J，rアメリカの金持共

和主義者」ないし「アメリカ人」なのであって Iアメリカ・ブルジョアジ

ー」や「アメリカ市民」としづ用語が、注意、ぶかく避けられていることに注目

しておかねばならなし、。それでは「アメリカ共和国」の階級的基盤は何であ

ったか。それについて当時のマルクスは，ほとんど何も述べていない。

1) I初審裁判所検事『ヘッカー』と『新ライン新聞JJ (新ライン新聞)1848.10. 

〈全集;;H巻 441頁。

2) I合衆国の予算とキリスト教的=ゲルマン的予算J(問)1849. 1 .~全集}>6 巻

154~4 頁。

3) 同 154頁。

4) 山之内，前掲書，第2部第3章を参照。

アメリカ経済を内面からとらえつつ世界的連関のなかに位置づけようとす

るマルクスの視角は， 1847年イギリス恐慌の国際的波及への観察から生じて

きたO

1847年恐慌はイギリスで、発生し， ヨーロッパ大陸に波及した。このパニッ

クを基底に大陸の革命気運が高陽し，諸草命に発展する。 1849年頃のマルク

スの認識と予見によれば，まずフランス 2月革命が，急進フソレジョアジーを

主体，プロレタリアートを同盟者として勃発し，それを起点に， ドイツ 3月

革命が， ドイツの封建制度を一掃して神聖同盟の紐帯を切断するO このとき

ヨーロッパ・ブルジョアジーは一瞬間，人民と結合して世界反動の支柱たる

ロシアを攻撃するであろう O かかる危機の急迫がイギリスに反射してその生

産力的基盤をとらえたとき，はじめて世界的規模での歴史変革が現実的なも

のになるo Iイギリスは世界市場を支配している。ヨーロッパ大陸のいずれ

の国民経済的諸関係の変革も全ヨーロッパ大陸上の変革も，イギリスをふ

くまぬかぎり，それはコップのなかの嵐であるO ……そして古いイギリスは，

世界戦争によってのみ転覆される。それのみが，組織されたイギリス労働者

党……に勝利的蜂起の諸条件を与えうる1)oJ 

上の構図は，すでに「宣言」執筆当時よりも複雑で立体的なものであり，
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一言でいえば，イギリスの経済恐慌と大陸の政治危機とが作用と反作用をく

り返しつつ，社会変革の条件を成熟させ，最終的にイギリス・プロレタリア

ートが蜂起して世界の心臓部を掌中におさめたとき，世界革命が実現する，

とL、う把握であった。だが周知のように，この構図は現実のものにはならな

かった。フランスとドイツの政治的敗北によって上の条件はその一方を失な

い，他方イギリスの恐慌も，回復の兆しをみせはじめた。だが1849~50年時

点のマルクスは，なおこの構図による世界革命に執着し，期待しているO そ

のさい，いま残るきめ手は，イギリスの景気回復の兆がほんものかどうかと

いうことであり，その恐慌克服の如何はアメリカ市場の動向にかかっている

とみたのである。こうして rイギリス経済にとってのアメリカ」という観

点がうかびあがってくる。

この観点はまず， 1849年3月の新ライン新聞紙上にあらわれた。マルクス

は1848年の大陸における「反革命の一時的勝利」とともに，イギリスで輸出

増加をはじめ景気回復の徴候が生じたことに注目するO イギリス恐慌が大陸

の革命を促したのは明らかだが，逆に革命はイギリス商業にどう影響したの

か。結論として彼は r貿易がふたたびさかんになったのを，反革命の一時

的勝利のおかげだとするのは，ばかげたことである」 という。そうではな

くてfなによりもまず，われわれの忘れてならないこと……は，イギリスの

工業に近年主要な仕事を与えたのは，けっして諸君主国ではなかったという

ことであるO イギリス商品にたいして，ほとんと、たえまなく，すばらしく多

くの注文をだしてきた国，また目下においても……近代工業のありとあらゆ

る貨物集散地の市場を，その注文によって空にしたり，太洋をその船舶でに

ぎわせたりすることのできる国一一それはー共和国である，それは北アメリ

カ合衆国であるO そして，位界のすべての君主国が崩壊しつつあるまさにこ

の時，もっとも栄えているのは，このアメリカ合衆国である均」と。

こうした理解にたって，ほ 3ご1年後のマルクスは，アメリカ経済を起点に，

ふたたびイギリスから恐慌が勃発するだろうことを予言するo rアメリカか

ら，同地の市場が完全に沈滞していることを述べた報道がたったいま着い
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た。……決定的なのは，このアメリカrl1場である。アメリカ市場の飽和とと

もに，アメリカにおけるIII(ヲ|の梗塞と物価下落とともに，本来の恐慌が始ま

り，イギリスにたいするその直接な，急激な，押えようのない反作用が始ま

る。……アメリカ過剰生産によってひきおこされた後退運動にはいった以上，

われわれは，恐慌が来月は，これまでよりもや L急速に発展するものと期待

してよし、。……商業恐慌と革命の同時の到来も，ますます不可避となるであ

ろう 3)oJ 

1) r革命運動J(新ライン新聞)1849. 1 .~全集>6 巻 145頁。

2) r商業状態J (同)1849. 3 .~全集>6 巻 326~7 Ji: 

3) r評論J(同)1850. 4 .~全集>7巻 302~3 頁。

だがアメリカの景気後退は容易に顕在化せず，イギリスの恐慌を誘発もし

なかった。半年後マルクスは， 1840年代後半~50年のアメリカ経済発展=繁

栄の要因をや Lくわしく検討し，景気の展望を得ょうとしている~

このときの論稿では，アメリカ景気繁栄の要因は，次のように把握されて

いるとみてよいであろう。第 lに， 1845年いらい，西部からの莫大な穀物輸

出と，南部からの綿花輪出がアメリカに大きな利得をもたらした。これは文

明社会(イギリス)で，黄金の時代と鉄の時代がすぎ去り，木綿の時代に移

ったことに対応しており，それ故に イギリスの景気動向に大きな影響力を

もっ。第2に， 1848年の諸革命は，その結果としてヨーロッパ資本のアメリ

カへの大移動をともなった。この資本はp アメリカ公債に投下され，アメリ

カ政府はその主要部分を交通手段の拡充にあてる。こうした経路によっても，

アメリカはヨーロッパ景気に作用する。第3に，ヨーロッパの過剰j人口が移

民としてアメリカに流入し，おどろくべき速さで二つの方向にひろがった。

一方は中西部・西部の鉱山開発と穀物生産の増大の方向であり，他方は南西

部から太平洋岸にいずこる， カリフォノレニア金坑→世界貿易の要路形成の方向

である。そのいずれもが，運河，鉄道の建設を前提にすすめられた。この時

期のマノレクスが， とりわけカリフオノレニア開発の意義を重視していたことは
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前述したが，この論稿ではそれが，アメリカ景気繁栄のー要因という側から

も，みかえされているO

この繁栄がいつまで持続するかというマルクスの見通しは，はっきりして

いないが，おそらくそれにたいする警鐘が， ヨーロッパおよびアメリカ国内

からニューヨークに殺到する投機の過剰(綿花投機，公債投機， とくに海運

投機)から鳴りだすだろうと彼はかんがえていた。 Iニューヨークは，

一般にロンドンがヨーロッパにたいするのと同じ役割を全アメリカにたいし

て演じているO ニューヨークはすでに太西洋横断の汽船航運全体の中心であ

り，太平洋の全汽船はニューヨークの諸会社に属しており，この部門でのほ

とんどすべての新企画はニューヨークからでているO ……過剰投機は，ごく

近いうちに発展するであろう。たとえばイギリス資本がこの種のすべての企

業に大量に流入してこようとも，たとえロンドンの取引所があらゆる種類の

類似の企画で充満しようとも，こんどはユューヨークがやはり全思惑の中心

であり，……まっさきに崩壊を経験することであろう 2)oJ 

マルクスの予見の是非を， ここで論ずるのが主題なのではなし、。こうした

経過をとおして，マルクスのアメリカ認識は，その最初の世界市場形成の要

路というおさえかたと，そこからすすんで「イギリスまたはヨーロッパ経済

にとってのアメリカ」という視角からで、たアメリカ経済じたいのおさえとが

合ーされ，大ざっぱではあるが，ひとつの包括的な構図に到達したとみとめ

うるのである O すなわちそれは，本稿52~3 頁にや L 先取りして述べたよう

に，アメリカ東，西，南部の各独自の経済発展が，交通手段の開発，建設を

絶対の条件としつつそれぞれ世界市場の有機的一環として推進せられ，同時

にこれら各セクジョンは国内的に相互に連関の度合をふかめ，ニューヨーク

をそのかなめとするかたちで、統一的な国民経済を形成してくる， とL、う構図

である。この国民経済は一大経済闘ではあるが，なお世界市場では後進国の

地位にたっ経済圏で、あるO これはたとえば，アメリカ史学界の潮流のなかで

は，ニュー・イングランド史観的なアメリカ論の系譜よりは，はるかにター

ナ一史学のアメリカ論にちかし、ものといえよう (むろん本質的な相違点はあ
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るが〉。 こLでごく前芽的であるにせよ，アメリカにおける各セクション，

フロンティア，移民，鉄道，外資の意義など，アメリカ経済問有の特質をア

メリカ資木主義論体系にどうくみこむかの問題が提起され，それなりに説か

れているものとみることができるO

1) 1評論J (新ライン新聞)1850. 11. <z全集 ')>7 巻 431~47頁。なおマルクスは，。iilUした1849or-3月の評論 (1商業状態J)で，イギリス商業の回復の徴候がヨーロ
ッパ大陸の「反革命の一時的勝利のおかげだとするのはばかげている」という見解

をはっきりだしていたが，この 1850年 5~10月に書いた評論では， 10848年の)3

月と 5月の聞に，イギリスはたくさんの大陸の資本の流入をもたらした革命から直

接の利益をえた。との瞬間いらい，イ、ギリスでは恐慌が終了した……。大陸の革命

がイギリスにおける工業と商業のこの高揚を，どんなにわずかしか抑制しなかった

か……J (上掲「評論J438頁〉という観点が，つけ加わっている点が注目され

る。つまり，大陸の革命は，予期に反して，イギリス経済恐慌を激化させるような

「反作用」をしなかったわけである。

2) 同， 447頁。

IV 

1850年代は，ヨーロッパの「反動期J 1息つぎ期」とされている。 1847年

恐慌の作用と反作用の過程をしつように追いながら世界革命の起爆地をもと

めたマルク久も，前節最後に引用したような，ニューヨークの過剰投機恐慌

の可能性が潰えるにつれて 1-新しい革命は新しい恐慌につづいてのみ起り

うる」との立場で，あらたに50年代を観察しはじめたようであるO

日0年代前半の「新しい恐慌」の模索のうちに，マノレクスは中国を中心とす

るアジア市場に関心をそそぎだした。 1853年に書いた「中国とヨーロッパに

おける革命」のなかで彼は，アヘン戦争(l832~42) いらいイギリスが中国

での革命運動を誘発してきた結果がし、ま太平天国の乱にまで拡大，深化して

きたこと，この革命運動は中国としづ新たな大市場の突然の縮小とL、うかた

ちでイギリス経済に反作用し，イギリスの全般的恐慌を発現させずにおかな

いであろうことを予言するO そして，このイギリス恐慌を合図に大陸に政治

革命が勃発するだろうとL、うのである1)。
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だが，かかる見通しが，マルクスの従来の世界史的構図の変更だとは，必

ずしもいえなL、。そうではなくて，たえまなく拡張する世界市場が，アメリ

カを経由して，いまそのフロンティア・ラインを確実にアジアに及ぼしたと

いう理解 1イギリスにとづてのアメリカ市場」のみならず「イギリスにと

ってのアジア市場」にまで対象が拡張されたとみるべきであろう O

こういう「新市場」の不断の拡張がなし、かぎり，イギリスの工業生産は

もはや頭打ちだと L、う詔識が，少なからずマルクスにはある。そこから「中

国革命が現在の(イギリスの)産業組織という，つまりすぎた地雷に火花を

はなっ2)J だろうという期待も生じたのであるが，これにつづいた1854年の

中間恐慌は，マルクスじしんの観察によっても，そういうコースでは発現し

なかった。このときマルクスが，恐慌震源地として現実に日をむけたのはア

メリカであった。 11836年のイギリスの恐慌のときは1837年のアメリカの恐

慌がこれにつづいた。こんどは進み方が逆である。アメリカが破産の皮切り

をやった句。」他方，中国革命やアジア市場には，ほとんど言及していない。

1857年恐慌のさいには，恐慌と卒命をつなぐ環のひとつとして，マルクス

の叙述中にふたたびアジアが登場する。だがそれは必ずしもアジア「市場」・

という視角からではなし、。彼がかんがえたコースは，次のようなものであっ

た。まず，企業創業=取引所の投機ブーム(とくに今回の投機熱の中心は

パリ)， 金の減価・銀のアジアへの流出，アメリカの景気の崩壊，等々から

イギリスの過剰生産恐慌が全面化するO 恐慌はこれまでどおりた父ちに大陸

に波及し，政治危機を醸成するであろう O イギリスはクリミア戦争いらいフ

ランスと結んでいるから，もはやかつてのように革命の局外にはとどまりえ

ず，かならずこの危機に介入するだろう。だがイギリスは，第 lにいまそれ

を喰いとめるべき経済力がゆらいでおり，第2にアジアの革命運動を制圧す

べく大量の軍隊をそちらにとられていて，軍事的にもいちじるしく弱体化し

ているO かくして，イギリスをまきこんだ革命は， -tl士界史的変革にならざる

をえない，というのである4)。

「イギリスにとってのアジア市場」とし、う視角からいえば，この市場がか
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って予言したほど「おどろくべき成長」をみせなかったことにかんがみ，マ

ルクスは1858年以降，こうした国々の生産様式そのものの分析にたちむかっ

た。それと機をーにして，彼は後進国，植民地の7存命運動を，たとえば上の

コースに示したように，むしろ政治的な而から，イギリス・フ守ルジョア社会

に打撃をあたえる要悶として注目し，評価しはじめるのである。この観点が

はっきり開花するのは60年代後半に入ってからであるといえようが5)， 日7年

恐慌前後から60年代にかけてのそうした世界史的構図の発展過程に，後述す

るアメリカ南北戦争への彼の立ちいった観察も，ひとつの大きな影響をあた

えたものとかんがえられるO

1) r中国とヨーロッパにおける革命JCニューヨーク・デイリー・トリピ、ュー γ〉
1853.6.<{全集}>9 巻 91~8 頁。

2) 問96頁

3) r産業および商業状態JC新オーダ一新聞)1855.1 .<{全集}>10巻 610頁。
4) <{全集}>12巻の諸論稿によりまとめた。

5) 1850~60年代のマルクスの植民地理論の推移，発展を富沢賢治氏 Cfマルクスと
植民地主義J思想， 1968.8.)が適切にまとめておられる。

いま1850年代のマルクスの世界史認識の一般的な傾向を述べたが，これら

の叙述のなかでアメリカにふれたものはそう多くないけ。それを拾いあつめ

ると，全体として二つの側面からアメリカがえがかれているように感ずるO

そのひとつは前節までみた叙述の延長線上にあるアメリカであるO つまり，

ヨーロッパからみて原料供給，製品販売，過剰資本の投機対象としてのアメ

リカ把握である O これは恐慌の分析にさいして明瞭にあらわれる O マルクス

は依然，恐慌がイギリスを軸心にした作用と反作用によって世界恐慌に拡大

するとみており，そのなかで、アメリカをとらえるからである。 1857年恐慌の

さい彼がとくにアメリカを重視したのは，イギリス工業製品輸出の3割がア

メリカ向け，イギリス輸入の約2割をアメリカに依存しておりへ いずれも

他国の追従をゆるさぬ関係にあったからであるO そのアメリカの景気崩落が

はじまった以上，イギリス経済は決定的な打撃を受けるだろうとかんがえた

のであるO 事実， 1857年春からの l年で，イギリスの対アメリカ輸出は392
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万ポンド減少し，ハンザ同盟諸都市向け67万ポンド，プランス向け59万ポン

ドなどの減を大きく上廻った(東インド，中国向けなどは，かえってこの期

間に増加した3り。それでもマルクスは，この対アメリカ輸出の減少を分析し

て，その数量減ほど総価格の減少がはなはだしくない点で，ほかの同々より

もアメリカはずっとよい市場だと述べているO そしてそのアメリカ貿易に，

1858年春から回復の兆候がみられることに注目している4)0 

1) 当時のマルクスの時事評論のほとんどが，アメリカの進歩的新聞ニューヨーク・

デイリー・トりピ‘ューンへの海外事情の紹介として書かれたという事情も，彼がア

メリカじしんについて書く量の少なかった一因であろう。だがむろん，それが本質

的な理由ではない。この時期のマルクスは一方で，アメリカ経済の世界市場におけ

る地位の躍進をみとめつつも，世界史変革の基本戦略にかかわる観点からは，むし

ろアジアに注目したのであった。

2) <全集>12巻， 301， 349頁などの表から。

3) 1イギリスの貿易状態I(ニューヨーク・デイリー・トリビュー γ)1858.6. 

〈全集>12巻 476~8 頁。

4) 1イギリスの重要文書J(同)1858.8.<全集>12巻 436頁。

こうしたアメリカとならんで，マルクスが注目したもうひとつの側面は，

いまや若々しい工業固として躍進し，自立化しつつあるアメリカであるO 彼

はアメリカが「つねに激動と変化のなかにあって，太西洋の両側の人聞によ

うやくその偉大な歴史的使命を予感さぜはじめている1)J と述べた。たしか

に1850年代のアメリカは，イギリスにとっての最天市場としての後進国的な

特性と，先進工業国の地位への上昇転化の趨勢とが，相出抗しはじめた状況

にあったということができょう。

1850年代はじめにアジア市場の可能性に着目したマルクスは，この市場の

開拓，拡大のテンポが，イギリスのみならずアメリカが貿易に加わっていら

いいっそうたかまったと指摘してへ 「アメリカから後進国へ」の方向をみ

ているO とくに1853年夏の「スミノレナ事何二」の勃発と経緯は，アメリカの躍

進の象徴と，マルクスの自にうつった。この事件は，ハンガリーのアメリカ

亡命者コスタがスミルナのオーストリア総領事に逮捕されたのにたいし，ア
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メリカ側が軍事的圧力をかけて数ヶ月ののち彼の釈放をかちとったというも

のであるO マルクスは I現代の大事nは， ヨーロッパの地平線にアメリカ
の政策が登場したことであるo 方の側からは歓呼で迎えられ，他方の側か

らは嫌われながらも，この事実はすべての人の認めるところとなっでいるり」

と述べて，ヨーロッパにおける双方の論調をかなり詳細に紹介しているO 憎

悪の側はアメリカを「なかばは海賊，なかばは未開地住民」と罵倒し，歓迎

の側はアメリカが「かならずやヴィーン条約によってうちたてられた排他的

な体制の没落を促すべき新しい力である」と期待している 4)。 アメリカはこ

のスミルナ事件で，アメリカー市民を守ってではなくー革命家を守ってオー

ストリアに抵抗したのだ。だからこそベルリンの新聞，は Iもしアメリカの

干渉理論が断固として反駁されないならば， ヨーロッパにおける革命精神を

絶滅する仕事は，こえがたい障害につきあたるであろう」と危i倶している 5)。

これらを紹介しつつマノレクスは Iヨーロッパへのアメリカの介入が，ちょ

うど東方問題といっしょに始まったのは愉快である………アメリカは(し、ま

や) 西欧のもっとも若い，だがもっとも力づよい代表者である向。」と論じ

た。東欧，アジアをすでに確実に包摂した彼の世界史的構図のなかで，アメ

リカは，封建反動=非文明に打撃をあたえる新たな主力部隊として登場した

のである。

この年， トルコ領内エルサレムをめぐるロシア・トルコ戦によって，クリ

ミア戦争がはじまった。翌日年， トルコに加担したイギリス・フラン久の出

兵により戦線は拡大し， 56年までつづいたすえ，パリで講和条約が締結され

た。マルクスはクリミア戦争が「ツアー専制にたいするヨーロッパ諸国民の

竿命的戦争 7りであることを期待した。だがイギリスとフランスの支配階級

はそれを自己の利誌のための局地i戦争としてのみたたかい，同H寺にむしろ，

新興国アメリカの方に敵意を向けがちであった。たとえばイギリメ、産業フソレ

ジョアジーの先頭にいるコプデンは Iアメリカの商工業の発展によって…

リロシアの好戦政策によってではなく……イギリスの偉大な商業的，国民的

繁栄が脅かされる」ことをおそれて Iイギリス国民の疑惑と怨恨の念がロ
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シアに向わないようにするために，アメりカ合衆国にそれを向わせようと…

・・躍起になっている旬。J1855年末には，中米にかんする協定侵犯を契機に，

英米聞の紛争が生じ，一時きわめて尖鋭化した。マルクスはこの紛争にかん

して， ヨーロッパの民主的新聞が紛争の裏にボナパルトがし、て開戦を扇動し

ていると論じている旨，紹介しているO だがマルクスの判断では，いまI仕界

史の基木的対立はイギリスとロシアとのたたかいで、あって，英米紛争は結局

開戦にまでは発展しえないだろうとかんがえていた旬。

1850年代のマルクスはこうして， ヨ{ロッパの新聞論調を紹介しつつ，ア

メリカの経済的，政治的躍進を認知していった。前述のごとく 57年恐慌がア

メリカを皮切りにイギ、リスに伝播するものととらえた際にも，そのアメリカ

に発生する恐慌を，従来のごとくもっぱらヨーロッパ資本の過剰投機の結果

としてみるのでなく，一部はアメリカじしんの生産過程から発したものとみ

ているようであるO た Xこうした新興工業国の拾頭にもかかわらず，やはり

イギリスの地位だけはずばぬけており，イギリスをふくまぬどのような変革

も所詮はコップの中の嵐だという，当初からのマルク λの構想、はJ 50年代に

も一貫していたこともまた，はっきりしている。

1) rスイス一一同共和国の政治情勢J(ニューヨーク・デイリー・トリビ‘ューン〉
1853. 5 .~全集:?9 巻 87頁。

2) r中国とヨーロッパにおける革命J(同)1853.6.~全集:?9 巻 93頁。

3) rヨーロッパへのアメリカの登場J(同)1853.8.~全集:?9 巻 238~9 頁。

4) 同J 239~41頁。

5) rアメリカ合衆国とヨーロッパJ(同)1853. 9 .~全集:?9 巻 291~2 頁。

6) rロシア問題J(同)1853. 8 .~全集:?9 巻 227頁。

7) ~全集:?10巻，序文J xiii頁。

8) Iイギリス議会の構成J(エューヨーク・デイリー・トリビ、ューン)1854.2.

〈全集:?10巻 49頁。

の「イギリス・アメリカの紛争J(同)1856. 2 .~全集 :?11巻 592~3頁。

V 

マルクスの「アメリカ論」は，南北i戦争(1861~65) 関係のものが量的に
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いちばん多し、。大月書庖刊のマルクス・エンゲルス選一集・補巻 11アメリカ

問題」は，この南北戦争関係の論稿，書簡類のみを編集したものだが，そこ

には42の論説と多数の往復書簡そのほかが収録されている。論説の多くは新

聞に掲載されたものであるが，この時期にはとくに読者へのプレス・キャン

ベーンの意図がこめられており，マルクスのかんがえを字義どおりに受けと

れない面もあるO その点，書簡の方が卒直に，彼の思考をつたえてくれるり

1) 以下，論稿，記事はこれまでどおり〈全集〉からヲ開し，書簡のみ〈選集〉補巻

1 1アメリカ問題」から引用する。

1850年代のマルクスの世界史認識からいって，南北戦争にたいする彼の関

心が，まず戦争のイギリス産業にあたえる打撃如何という観点から生れたの

は，当然といってよいであろう O

すでに1850年代に一度，マルクスはアメリカの奴隷制に言及してし、るO そ

れはイギリス綿工業の矛盾に関連してであるO すなわち 1イギリス工業の

決定的な部門がアメリカ合衆国の南部諸州における以隷の存在に依存し，こ

れらの地域での黒人の反乱が，今|ミ|まで、の生産体系全体を破滅させうるl)J

ほどのものだという理解であるO だが彼の予見では，そういうかたちで現実

に生産体系が破滅するというのではなくして， /;，x ~球制度の方が商品経済機構

のなかで工業の発展に対応しきれなくなり，自壊するだろうとみる。 1他の

諸国の自由な労働が，工業に綿花を十分に，そしてアメリカ合衆国の奴隷労

働よりも安く供給する」ようになるだろうし，それとともに「アメリカの奴

隷制も打破され，奴隷は解放されるであろう 2)oJ だが， 50年代のアジア市

場ーが，マルクスの予見どおりには急速に拡張されなかったのとおなじく，諸

国の自由な労働力による綿花生産も，かならずしも順調にすすまなかった。

奴隷制度はその面からは容易に破壊されなかった。

1860年， リンカーンの大統領当選とともに，南北の対立はいっそう激化し

た。この年の春，はやくもマルクスはエンゲ、ルス宛書簡で「僕の考えでは，

こんにち世界でおこっている最大の問題は，一方では……アメリカの奴隷解
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放運動であり，他方ではロシアにおける農奴解放運動である」 と語ってい

るO それにつづけて i事態がしだいに重大になって行けば，マンチェスタ

ーはどうなるであろう勾」 と述べ，イギリス綿工業の興廃という側からの関

心を表白している。開戦後にも，次のような論説がみられるo iイギリスの

近代工業は，ともに奇怪な二つの軸に依存しているO 一つはアイルランドと

大部分のイングランドの労働者階級の唯一の食糧としてのジャガイモであ

る。……第二の軸は，合衆国の奴隷が生産する綿花であった。現在のアメリ

カの危機は，イギリス工業にたいして，その(原料の)供給源を拡大し，奴

隷を飼育し，奴隷を消費する寡頭支配者たちの手から綿花を解放することを

強要している4)oJ 

1)， 2) 1評論J(新ライン新聞)1850.11.~全集"p 7 巻 442頁。

3) 1860. 1 .11 書簡〈選集〉補巻1267頁。

4) 1イギリスにおけるアメリカ問題J(ニューヨーク・デイリー・トリビ‘ューン〉

186 1. 10.~全集"p15巻 302頁。

南北戦争にかんするイギリス・ジャーナリズムの論調も，総じてイギリス

産業の利害の面から規制されていた。最も多い論調は，内戦の本質を，北部

の保護関税の勢力にたいする南部の自由貿易の主張だとするもので，そこに

は当然に，南部への同情がちらついていたO マノレクスはその見解にたいして

次のようにし寸 O たしかに連邦政府は1861年から保護関税政策を採ったが，

それは開戦以後のことであり，むしろ南部諸州が連邦議会から「分離」した

からこそ可能になったのだ。しかもわれわれは，最も有力な南部諸州のひと

つであるルイジアナの砂糖裁措が，まったく保護関税に依存している事実を

も指摘しうる刊 とO もっともマルクスは，内戦が関税戦争の性格をもって

いることを 100%否定したわけではなかった。そしてその点では，彼は自由

貿易の側にでなく，保護関税の主張の側に立ったとみなしうる。そもそも彼

は，かなり初期から 3 後進国の保護問題が先進国とはちょうど逆に，ブルジ

ョアジーが園内反動とたたかう武器たりうることに気づいていたが2)， 1862 

年の論説では，この保護関税政策が国際連関のなかで後進国ブ、ルジョアジー
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の進歩の武器たりうることを指摘した。 i(かつては) 植民地が自由貿易を

要求した。イギリスは禁止的保護関税を固執した。いまではイギリスが自由

貿易を説き，そして植民地は，イギリスに対抗する保護貿易が自分たちの利

益に適していると認めている旬。J， i(イギリスの世界市場の〕終罵は，合衆

国の保護問題政策によって，なおはやめられるだろうり。」

イギリスでは，ほかの新聞論調もあるO それは，南北の労働制度のちがし、

を当然の前提としたうえで，南北の斗争は，連邦の維持を強制する(北)か，

双方の分離を認める(南〉かの対立により生じたとする見解である。これに

たいしてマルクスは，この戦争は南部がしかけたもので北部は防衛的立場に

あるのだと述べて i分離派」の意図がむしろ別にあることを主張してい

る5)。

イギリス・ブルジョアジーのすべてが，心情的に南部派だったわけでな

い。たとえば「北部アメリカの産業企業に巨額の資本を投下している金融業

者と，その主要供給源を北部アメリカに依存している穀物貿易業者とのこ大

業界はイギリス政府の一切の南部への同情を抑制するだろうの。 また別に，

アメリカ工業の始頭に脅威を感じているある集団は，アメリカの内戦がイギ

リスの競争者の弱体化を意味するとして，ろこつに戦争の継続を歓迎してい

る7)oJ 

1) I北アメリカの内戦J(ディー・プレッセ)1861.10.<{全集)>15巻 313頁

2) I彼ら(後進国ブルジョアジー〕にとって，保護関税は，封建制度と絶対主義政

府に対抗する武器なのだJ(r自由貿易問題についての演説J1848. 1 . <{全集)>4巻

471頁〉。

3) I綿業恐慌についてJ(ディー・プレッセ)1862目 2.<{全集)>15巻 441瓦。

4) 1862. 3 . 6書簡，<{選集〉布Il巻1， 289頁。

5) I北アメリカの内戦J 上掲 312~22頁。およびイギリスにおけるアメリカ問

題J(ニューヨーク・デイリー・トリビューン)1861目10.<{全集)>15巻 288~ 98 

頁。

6) Iイギリスの綿花貿易J(同)1861.10.<{全集)>15巻 300頁。
7) Iイギリスにおけるアメリカ問題」上掲 297~8 頁。
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こうした諸論調を紹介しつつ，マルクスは南北戦争の本質にかんする，み

ずからの主張を対置するのである。その主張とは，南北戦争がなによりも，

奴隷制の存廃をめぐる争いなのだということであるO

では，奴隷制をめぐる争いが，なぜ内戦にまで発展したのか。マルクスは

次のようにしヴ。奴隷制を基礎づけている南部プランテーション制は，大土

地所有，略奪農法で，単一商品作物を生産するところの土地制度である。し

たがって「領域の不断の拡大と，従前の限界をこえての不断の奴隷制の拡大

とは，連邦の奴隷諸州にとっては生存法則である1)oJところが「共和党は，

奴隷准州のこれ以上のいかなる拡大も立法的に禁止さるべきであるという原

則でもって，奴隷所有者の支配の基礎に攻撃をくわえたのであるO したがっ

て共和党の選挙戦での勝利は，北部と南部とのあいだの公然、たる斗争へjっ

きすすまざるをえなかった2)oJ 

南部がいま，先制攻撃をしかけた理由はこうであるO アメリカ連邦の拡大

の歴史は，開拓された西部を准州へ，さらに州に昇格させるというやりかた

ですすんできたが，そのさい，この新たな州が奴隷制を容認する州であるか

どうかが，連邦権力の帰趨を決する大問題になっていた。そして I奴隷所

有者たちは，ひとつの新しい力，北西部が形成されてきたこと，その人口が

1850~60年にほとんど倍になり，奴隷諸リ十|の白人人口とすでにほとんど等し

くなっているということを見おとさなかった。一一この力は，……古い北東

部諸州のように妥協から妥協へとひきずられるにまかせる傾向はもっていな

かった。……(南部は)共和党の発展と北西部の成長をみすごし，そしてよ

り不利な諸条件のもとで戦争を始めるよりも，いま絶縁したほうが， まし

であった。そこで奴隷所有者の党は，すべてを附けて勝負を挑んだのであ

る/3)J

マルクスが北部のイデオローグとして注目したのは，古い妥協的な北東部

(ニュー・イングランド)ではなく，新興の北西部であった。そして北西部

の住民とは，大部分，独立自営の農民であるo I南北聞の紛争は……北西諸

州が異常に発展したことが，バランスをくずして，表面にでてきたことが僕
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にはわかった。その地方の住民は……大部分， 自作農である。……この北西

部の諸州が1860年の政府党の大部分と大統領とをだしたのだ。また，南部連

合の自主性(分離)の主張にTこいしてまっさきに反対したのも，ほかならぬ

北部のこの部分であった句。」だからこそ民主・共和両党の争点のひとつが，

西部の自由土地，公有地払下げにかんする法案だったのであり，内戦勃発に

よってはじめて「自営農地法案」が議会で可決されたのである 5)。南部は一

時，北東部と北西部とを分断し，後者と単独講和を結んで自らの連邦を再建

する構想、をたてたが，挫折した旬。

上にみるように，マルクスは南北戦争の性格を，北部産業資本と南部プラ

ンテーション奴隷制との対立から生じた市民革命と規定したとはいえない。

彼はたしかに「奴隷制と自由労働制度の斗争」というような表現をするが7)

そのさいの「自由労働制度」とは，ただちに近代的な賃労働そのものに限定

して使っているのではなく，自営農の広汎な存在もふくめて，人格的に自由

な労働力を折出するメカニズム全体を指したものとかんがえるべきであろう O

北部の軍事力や政治の主体が，厳密な意味でのブルジョアジーや労働者階級

だと彼がし、っているわけでないことは，上の引用文からもあきらかである"。

また逆に，南部奴隷制は r前近代的」であるかも知れないが「前資本制

的」とみなされているとはいえないだろう O

1) I北アメリカの内戦」前抱 319頁。

2) 同 320~21頁。

3) 向 321頁。

の 1861. 7 . 1 書簡〈選集〉補巻 274頁。

5) I北アメリカの内戦」前掲 317頁。 Iアメリカの事態の批判J(ディー・プレッ

セ) 1862.8.<(全集~15巻 510頁。

6) I北アメリカの情勢J(ディー・プレッセ) 1862.1 1.<(全集~15巻 534頁。

7) I合衆国の内戦J(同) 186 1. 11.<(全集~15巻 534頁。

8) 山本武雄氏は，次のようなマノレクス解釈をしておられる。すなわち，マルクスは

南北戦争を①「奴隷制と自由労働J制度との斗争」とすることから②「奴隷制と資本

制との二者択一的な制度的抗争として内戦を理解しよう」としている。 したがっ

て，彼にあっては③「北部の真の政治力は単純に労働者であらねばならぬ」ことに
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なったし，④「奴隷制が連邦にかかわってのみ問題となるという，すぐれてアメリ

カ史的意味あいは捨象され」てしまったというのである。(山本武雄「南北戦争」

1963年，法律文化社〉。 私のかんがえでは，上の①から②，③，④はたYちに導出

されない。③については「北部の真の政治力たる労働者jといったマルクスの表現

が，第 lインターナショナノレからのリ γカーンあてメッセージの文中にのみ使用さ

れている点にむしろ注意すべきであろう。④についてはマルクスは北西部の異常な

発展を内戦の契機に据えることにより，まさに連邦にかかわらせて，南北戦争を，

さらには奴隷制と自由労働制度の抗争を解明しようとしているのである。

南北戦争の体質をかく規定したとすると，この奴隷解放斗争と世界革命の

戦略とはどうつながるのか。その点をさぐるために，マルクスの南部奴隷制

そのものの解釈に，もう少したちいってみよう。 i資本論」のなかでg アメ

リカ奴隷制は，次のように規定されているとみられる。第 lに，現代の奴隷

制はイギリス綿業の嵐のような進展によって促発されたものであり，機械制

の拡大と一体のものである 1)。第2に，奴隷労働， 1!Jf~役労働など低い形態で

の生産が資木主義的世界市場にひきいれられると「奴隷制の野蛮な残虐Jの

うえに「過渡労働の文明的残虐」がつぎ穂される。これが現代の奴隷制で、あ

るり。第3に，アメリカのような「自由な土地制)克」のもとでは， ヨーロッ

パからのプロレタリア移民が非プロレタリアートに転じてしまう。資本はそ

こで，人工的手段でその従属物をつくりださねばならなL、。こうした特殊な

植民地的原蓄，それが奴隷制で、ある旬。第4に，ヨーロッパにおける賃労働

者の「隠蔽された奴隷告IJJは，アメリカにおける「ろこつな奴隷ilJlJJを脚台

にしてなりたってきたのであったり。

したがって，奴隷解放と革命運動とのつながりは次のようになろう O 第 1

に奴隷解放はイギリス機械制工業に，大きな打撃をあたえるであろう O 第2

に iろこつな奴隷制」をとりのけたあとに，アメリカ北部における「隠依

された奴隷制」があらわになるだろう O 奴隷解肢をたたかった人民は，みず

からも「白人の間接的な奴隷制」のもとにあったことを自覚するO 資本論で

彼は i北アメリカ合衆国では，自立的な労働者運動はいずれも，奴隷制が

共和国の一部を不具にしていたあいだは依然として麻痔状態であった。白人
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の労働も，黒人の労働が「奴隷労働』の賂印を捺される所では解放されえな

い。だが，奴隷制の死滅からして，ただちに若がえった新生命が発芽した。

南北戦争の第一の果実は，……8時間運動であったり」 と述べている。第3

に，奴隷解放は， ヨーロッパ労働者の「隠蔽された奴隷制」をも暴露して，

その階級意識を高揚させずにはおかないで、あろう o 118世紀のアメリカ独立

戦争がヨーロッパの中間階級にたいして警鐘をうちならしたように， 19世紀

のアメリカ南北戦争はヨーロッパの労働者階級にたいして警鐘をうちならし

た6)J のである。

1860年代は，マルクスが後進国の解放斗争を世界革命の主要な環として明

確に設定した時期だといわれる(本稿の lを参照〉。 そうした彼の世界史詔

識の発展にとって，南北戦争の分析が大きな要素になったことは明らかであ

るO そしてこうした認識の発展のうらには，従来，革命運動の軸心を担うも

のとして期待してきたイギリス労働者階級が，その期待に応えるような階級

性をいつまでも発陣しないとし、う事実への不信がふくまれていたことも否定

できない。南北戦争の最中マルクスは，エンゲ、ノレスに次のように書き送って

いる o 1イギリスは最近，他のどこの圃よりもひどい恥さらしをしている。

労働者はそのキリスト教的奴隷根性によってO ブールジョアと貴族とは……奴

隷制に1たいする熱狂によってO しかし，この二つの表明はたがいに補足しあ

っている 7】。」それを打ち破り，労働者に真の階級意識を注入することこそ，

南北戦争の最大の意義であり任務であると，マルクスはかんがえたのであっ

た。

1)資本論J第工部13章 467頁。以下「資本論」のヲ開は長谷部文雄訳〔青木文
見りからおこなう。ページ数はインスティテュート版原書のページで示す。

2) 同，第8章 244頁。

3) 同，第25章 809頁。

4) 同，第24章， 800頁。

5) 同，第8章， 315頁。同様にマノレクスは， 1865年第1インターナショナノレを代表

してリンカーンへのメッセージで「彼ら(アメリカの労働者〉が・・・(自分を〉黒

人にくらべて，みずから自分を売り，みずから自己の主人を選ぶことが白人労働者
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の最高の特権であると得意になっていたあいだは，彼らは真の労働の自由を獲得す

ることもできなかったし，あるいはヨーロッパの兄弟たちの解放斗争を援助するこ

ともできなかったのでありますJ (1アメリカ合衆国大統領，エーブラハム・リン

カンへJ1865. 1 .~全集}>16巻16頁〕と述べている。

6) ["資本論J第 l版序文 7頁。同じくリンカーンへのメッセージで彼はヨー

ロッパの労働者は，アメリカの独立戦争が，中間階級の権力を伸長する新しい時代

をひらいたように，アメリカの奴隷制反対戦争が，労働者階級の権力を伸長する新

しい時代をひらくであろうと確信していますJ(向上， 17真〕と述べている。

7) 1862.11.17書簡〈選集〉補巻 1，302頁。

以上の理由で-:<ルクスは奴隷解放斗争に熱烈な支持をおくった。当時，

彼の書いた記事のうちには 1現代史上，最初の偉大な戦争はアメリカ戦争

である。J iこのたたかいでは，いままでに実況された人民自治の最高の形

態が，歴史の年代記に記録された人間の奴隷化の最もいやしく最も恥しらず

な形態にたたかいを挑んでいるのだl)'oJ といった，北軍への全面的支持の言

葉が，そこここにみられるO

だがそうした記事には，マルクスのプレス・キャンベーン的な意図がこめ

られており，額面どおりに受けとれない部分もあるO 戦争の性格，斗争の意

義じたいは崇高，偉大でも，それをたたかう主体たる北軍には，突はマルク

スは少なからぬ不信や不満をもっていた。たとえばリンカーンにたいする評

価も 1リンカンが弁護士のしきたりどおりに，あらゆる天才を忌みきらい，

小心翼々として憲法の字句にしがみつき，境界諸州の『忠誠な』奴隷所有者

を当惑させる可能性のあるようなどんな措置をとることにも遼巡してい2)J 

るとして，つよい非難をあびせることがしばしばであった。もっとも北軍へ

の不信は，その戦術の拙劣さへの批判もふくめてエンゲノレスの方がずっとつ

よく，彼は一旦は北部の敗北をすら予言した。それにたいしてマルクスは，

北部の弁護にまわることが多かっk.o エンゲノレスが「し、ったい国民のl'l::tのど

こに革命的精力があるというのか?……北部全体を見わたして，そのどこに

人々がなにかのことに本気になっているという，たど一つの兆候でもあるの

か?3) J と非難をこめで問し、かけるのにたいし，マルクスは 1僕もヤンキ



マルクスのアメリカ論森 77 (265) 

ーたちの運動の形態に不快なもののあることをみとめる点で，人後におちる

ものではなし、。しかし，僕はそれは『市民的』民主主義の性質からきている

と考えるのだ。それにもかかわらず，かの地の事件は世界を変革するていの

ものである打。| たしかに 「民主主義者の詐欺が典型的におこなわれるこの

間では，事fl→の盟'1'1:の顔をまったく突然にぶんなぐる(ような) ...・・・偶然性

にみちている 5)oJだが，究極まで行けば「北部はついに真剣に戦争を遂行し，

苧命的方法を採用し，境界州出身奴隷所有者政治家の総支配権をふりすてる

だろう旬。」と確信を披i歴するのであるO

1) I戸ンドン『タイムズ』のアメリカにおける諸公子論J(ニューヨーク・ディリ

一・トリビュン) 1861 目 1 1.~全集>15巻 310頁。

2) Iフレモントの罷免J(ディー・プレッセ) 186 1. 1 1.~全集>15巻 362頁。

3) 1862.5 .12付書簡〈選集〉補巻1， 296頁。

4) 1862.10.29付書簡同 316頁。

5) 1864.9.7付書簡同 333~4 頁。

の 1862・8.7付書簡同 309頁。

アメリカにおける政治形態の欺踊や限界を認めつつも，マノレタスは内戦の

進展につれて人民の力がそれをのりこえ，民主主義的な形態に真に進歩的な

内突を注入するだろうことを篠信した。たとえばリンカーンは，小心翼々，

創意も活動力もなし、小人にすぎないが，アメリカ人民じしんが彼を首長の地

位におしあげたとき，彼は進歩的指導者とならざるをえなくなってくるO

「旧世界では英雄を必要としたかの如きことに，新世界の政治制度，社会制

度のドでは善意の常人で十分であるという，このあかしほどに大きな勝利を，

新世界はかつてかちとったことがなかった/l)J

マルクスは，そう Lた評価に達したあとにも，何度も期待を裏切られた。

とりわけ，内戦さなかの北部諸州における下院選挙の結果，北軍の支柱たる

べきニューヨークと北西諸外|で，共和党は得票数を大きく減じ，民主党が伸

びた2)0 65年には南部の敗北で内戦はおわったものの， リンカーンは暗殺さ

れ，そして新大統領ジョンソンの政策は最初からマルクスに不安を感じさせ
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たのであった。 I反動がすでにアメリカではじまっているO そして，いま L

でのだらしなさが早急にとまらないときは， (反動は)まもなくひじように

強大となるだろう 3)oJ しかし基本的には，マルクスは南北戦争の勝利が労働

者階級の権力を伸長する新しい時代をひらいたとする観点を，ずっと後まで

維持したといってよし、。 たに内戦の成果を結実させるには，おそらくマル

クスが当初かんがえたよりも長い年月を要するだろうことが，次第にあきら

かになって行くのである。

1) I北アメリカの事件についてJ (ディー・プレッセ) 1862.10.~全集/>15巻 529

頁。

2) この選挙の報をまちつつ，エンゲルスは「もしニューヨーク州で民主党がかて

ば，ぼくはもうヤンキーのことをどう考えてよいかわからないJ(1862.11.15付書

簡〈選集〉補巻1， 317頁〉と嘆じ，マノレクスは選挙直後に北部における民主

党の勝利はひとつの反動であり……それはどの草命運動にもあらわれるJ(1862. 

11.17付，同319頁〉とエンゲルスにこたえたが，のちに選挙結果を，より詳しく分

析し，今回の選挙は奴隷制廃止スローガンをはじめて真向からかかげた選挙だから

民主党の伸長をたYちに草命勢力の敗北と即断できないと指摘するにいたった。

(r北部諸州における選挙結果J1862.11. 504~ 1頁〉

3) 1865.6 .24付書簡〈選集〉補巻 341頁。

羽

以とわれわれは I共産党宣言」執筆時代から南北戦争終了時にいたる20

年ちかし、期聞に，マルクスが，彼の世界史認識の構図のなかで，アメリカを

どう理解し，位置づけ，展望したかを検討してきた。

マルクスによって，アメリカはまず世界交通の要路として注目され，それ

故にカリフォルニアの金坑発見がとりわけ重視された。折りしもイギリス産

業は，綿業の嵐のような発展によってこれを世界の基幹産業たる地位におし

あげつつあったが，それに対応してアメリカ南部の綿花裁培，中西部から西

部にひろがる穀物生産がそれぞれ，世界経済の有機的一環としてめざましい

発展をみせることになる。同時に，その発展の前提としての交通手段の建設

は，一方では中西部工業地帯の発展を促して後進国的産業構造の礎を築かせ，
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他方では，ヨーロッパ資本の最大の受入れ口になった。これらが全国!的に開

花する過程こそアメリカ国民経済の形成過程だったわけで、あるが，これを推

進したのがヨーロッパからのひきもきらぬ移民の到来であった。こうしてイ

ギリス・アメリカの経済関係はずっと多角的になり，貿易と資本移動を通じ

て両国の来気は，他のどの国の場合よりも直接に作用しあうようになるO し

かも1850年代に入ると，これと汲んでアメリカ工業の躍進がヨーロッパに脅

威をあたえはじめるO これらのことは，イギリスの恐慌とイギリス・プロレ

タリアートの蜂起がないかぎり「どんな変卒もコップの中の嵐である」とし

た終始かわらぬマルクスの構図からして，彼のアメリカへの関心をいやおう

なしにたかめさせた。そうした状況のなかで南北戦争が勃発したのであるO

マルクスは南北戦争を，単純にアメリカ国内の資本制と封建制のたたかい，

ブ守ルジョア革命，南部からしかけた「反革命J，などと規定したのではない。

内戦勃発の契機および北部勢力の支柱として彼が北西部に着目したことから

もうかがえるように，東，西，南部各々の世界市場における発展と，それら

が国民経済に統合される過程でのセクション聞のアンバランス，酷烈な主導

権あらそい，が彼の目をひいていた。マルクスは依然，基本的にはアメリカ

をイギリスにたいする後進国とみているのであるが，この内戦は奴隷解放を

スローガンとしてた Lかわれ北部が勝利することによってのみ，イギリス産

業に打撃をあたえ，イギリスおよびアメリカのプロレタリアートの階級意識

を画期的に高揚させるものと把握した。この把握のもとに彼は，北部の政策

の欺臓や限界を卜分みとめつつも，奴隷解放の旗を婦げた北軍を熱烈に支援

したのであった。

ところで以 kにつづき，南北戦守!終了後のアメリカの動向をマルクスがど

う認識していったか。マルクスのアメリカに関する叙述は戦争終了とともに

跡切れ，その後の見解をうかがわせるような叙述はほとんどなし、。強いてい

えば「資本論」には，一方に「アメリカの経済発展はそれじしんヨーロッバ

の大工業の産物であるO その今日の姿では，アメリカは相変らずヨーロッパ

の植民地とみなされなければならない1り としづ記述があり，他方に「資本
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制的生産の優勢な諸国のうちでは，合衆国だけが金銀生産国で2)J あるとか，

「こうしたことについてはどの工業国にもーーたとえばイギリスにも合衆国

にも……3)J といったたぐし、の記述がある O すなわちマルクスは，全体とし

て， 1850年代に構築した彼のアメリカ像一一イギリスに対する後進国アメリ

カと， ヨーロッパに若々しい工業国として登場したアメリカとの統一像一一ー

をほ父堅持したものといってよいであろう O

「資本論」以外で注目に値いするほとんど唯一のものは， 1882年の「共産

党宣言」ロシア語版序文における次の表現 代ヨーロッノ4からの移民は)北

アメリカに農業生産力をたかめる力をあたえ，その競争がヨーロッパにおけ

る大小の土地所有の基礎をゆさぶっている。そのうえ，ヨーロッパからの移

民は，合衆国が西ヨーロッパの工業的独占，ことにイギリスの工業的独占を

短期間内にうちゃぶるほどの精力と規模とをもって，そのすばらしい工業資

源を開発できるようにしたり。」であろう。その意味で，かつて「ヨーロッパ

の秩序の支柱」だったアメリカはいま，その秩序にたいする革命者としてあ

らわれている， というのである。

かつて「秩序の支柱」だったと彼がし、う意味は， ヨーロッパ過剰人口の吸

収地，ヨーロッパへの原料供給およびその製品の販売市場だったということ

であるO それがいま「卒命者の一員Jに転じたというのは，アメリカが農業

団で19世紀末の慢性的な腔界農業恐慌の主因になっているという点と，工業

団では，イギリスの工業独占に打撃をあたえ，イギリス経済の慢性的不況を

もたらす力になっているという点とでおさえているとみてよいであろう。と

くに晩年のエンゲルスの見解では，後者の側面が，はっきり優勢になるO エ

ンゲノレスには，イギリスの慢性的停滞を不均等発展=後進国の資本主義化か

らきた工業独占の喪失という事実によって説明しようとする傾向が少なから

ずあるが5) そうした図式の中では，アメリカはふつう，もはや完全に自立

した資本主義国として把握される。その自立したアメリカ資本主義は，たん

にイギリス資本主義のあとを追っているのではなく，はやくも独占資本主義

への準備段階に入っているのであるが，そこまで、たちいった分析はエンゲル
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スにはなL、。ともあれ，本稿では対象をいちおうマルクスだけに限定し，そ

のアメリカ認識の推移，展開を考察したのであった。

1) r資本論」第l部13章 475頁。
2) 同第五部20章 474頁。

3) 同 21章 515頁。

4) r宣言」ロシア語版序文〈全集:>4巻 592頁。
の この点，詳しくは降旗節雄「エンゲノレスと帝国主義J cr思想~ 1969. 5)を参照

されたい。
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